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新
し
い
取
り
組
み

合
併
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
の
数
々
。

皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
す
か
？
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
安
心
・
健
康
の
ま
ち
づ

く
り
と
は
、
農
業
、
観
光
、
環
境

の
三
部
門
が
協
同
す
る
こ
と
で
、

市
内
の
生
ご
み
や
家
畜
の
排
泄
物

か
ら
再
生
し
た
肥
料
を
、
野
菜
等

の
農
作
物
生
産
に
利
用
し
、
で
き

た
も
の
は
地
元
で
消
費
す
る
、
と

い
う『
地
産
地
消
』の
構
想
で
す
。

昨
年
度
は
、
六
月
か
ら
市
内
で

中
国
野
菜
を
試
験
栽
培
し
、
十
一

下
駄
ダ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト

伊
豆
長
岡
温
泉
の
名
物
イ
ベ
ン

ト
『
下
駄
マ
ラ
ソ
ン
』
に
代
わ
る

新
し
い
試
み
と
し
て
始
ま
っ
た

『
下
駄
ダ
ン
ス
コ
ン
ス
ト
』。

内
容
は
、
下
駄
を
履
い
て
三
分

間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
競
う
と

い
う
も
の
で
、
下
駄
さ
え
履
い
て

い
れ
ば
ダ
ン
ス
・
音
楽
の
ジ
ャ
ン

ル
は
問
わ
な
い
自
由
な
ル
ー
ル

パ
ン
祖
の
パ
ン
祭

日
本
に
お
け
る
パ
ン
の
生
み
の

親
と
言
わ
れ
る
江
川
坦
庵
公
に
ち

な
み
、
今
年
一
月
に
初
め
て
開
催

さ
れ
た『
パ
ン
祖
の
パ
ン
祭
』。

会
場
と
な
っ
た
ア
ク
シ
ス
か
つ

ら
ぎ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
、
全
国
の
有
名
パ
ン
屋
さ
ん
の

出
店
販
売
に
は
人
垣
が
で
き
ま
し

た
。
会
場
入
口
に
は
田
方
農
業
高

校
の
生
徒
に
よ
る
巨
大
な
パ
ン
反

射
炉
オ
ブ
ジ
ェ
が
登
場
。

ま
た
、
メ
イ
ン
行
事
と
し
て
、

全
国
高
校
生
パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が

二
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
特
産

の
イ
チ
ゴ
『
紅
ほ
っ
ぺ
』

を
使
用
し
た
イ
チ
ゴ
パ
ン

作
り
に
し
の
ぎ
を
削
り
ま

し
た
。
開
催
期
間
中
は
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
参
加

者
で
、
温
泉
街
は
昼
夜
と

も
に
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

歴
史
観
光

シ
ャ
ト
ル
バ
ス

伊
豆
長
岡
地
区
の
温
泉
客
・
旅

館
宿
泊
客
等
を
、
韮
山
地
区
の
歴

史
資
源
に
結
び
つ
け
、
市
全
域
の

観
光
振
興
を
図
る
、
歴
史
観
光
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
事
業
を
創
設
。

毎
週
土
曜
日
午
後
に
は
、
伊
豆

長
岡
駅
か
ら
、
日
曜
日
午
前
に
は

伊
豆
長
岡
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

（
温
泉
駅
）
や
ア
ク
シ
ス
か
つ
ら

ぎ
前
か
ら
乗
車
し
、韮
山
反
射
炉
、

蛭
ヶ
島
、
江
川
邸
、
願
成
就
院
な

ど
を
約
二
時
間
で
巡
り
ま
す
。

バ
ス
に
は
必
ず
、
歴
史
案
内
の

専
門
家
・
『
伊
豆
の
国
歴
史
ガ
イ

ド
の
会
』
の
一
人
が
同
乗
し
、
施

設
を
紹
介
し
な
が
ら
、
江
川
坦
庵

や
北
条
時
政
、
源
頼
朝
・
政
子
な

ど
の
逸
話
な
ど
、
市
民
が
聞
い
て

も
、
き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
乗
車
賃
も
一
人
五

百
円
と
お
得
で
す
。（
＊
各
施
設

の
入
館
料
は
別
途
必
要
）

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
問
い
合
わ
せ

伊
豆
の
国
観
光
協
会

電
話
０
５
５（
９
４
８
）０
３
０
４

芸
妓
応
援
団

芸
妓
ま
つ
り

伊
豆
長

岡
温
泉
の

芸
者
文
化

の
保
存
・

継
承
を
目

指
し
、
平

成
十
八
年

六
月
に
住

民
有
志
が
『
芸
妓

げ
い
ぎ

応
援
団
（
佐
藤

三
武
朗
応
援
団
長
）』
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

ま
た
同
年
九
月
〜
十
月
に
は
、

初
の
試
み
と
し
て
伊
豆
長
岡
温
泉

芸
妓
連
に
よ
る
『
秋
の
舞
い
』
を

五
日
間
連
続
で
開
催
。

日
本
文
化
の
華
た
る
芸
者
衆
の

力
を
借
り
て
、
伊
豆
の
国
市
の
活

性
化
を
目
指
し
ま
す
。

やる気、元気、活気

合併してひとつになっても、支部を設置し、事業者には
今まで以上のきめ細かいサービスをしていきたいですね。
新規開業を目指す若い起業家には、税金等の相談にのれる
し、既存企業にも、新しいことにチャレンジする『経営革
新』を支援します。
個人経営者にとって厳しい時代ですが、カラ元気でもい

い、とにかく元気を出してもらいたいです。

加藤寛治さん（伊豆の国市商工会会長）

伊豆長岡町、韮山町、大仁町の３商工
会が、平成１９年４月１日に合併し、伊
豆の国市商工会として新たにスタート。秋の舞いステージより

歴史ガイドの一人・
迫田信行さんと観光
シャトルバス

初
収
穫
し
た
試
験
栽
培
の
中
国
秋
野
菜

会場を訪れた
人を驚かせた
巨大なパン反
射炉オブジェ。

優勝した御殿場

のＥ‐ＤＯＴＳ

２００７．５．１いずのくに２００７．５．１いずのくに

月
に
秋
野
菜
を
初
収
穫
。
伊
豆
長

岡
調
理
師
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
和

風
・
中
華
風
の
趣
向
を
凝
ら
し
た

創
作
料
理
の
試
食
会
を
行
い
、
参

加
し
た
委
員
ら
に
は「
お
い
し
い
」

と
好
評
で
し
た
。

市
で
は
、
今
後
も
『
医
食
同
源
』

の
考
え
に
基
づ
き
、
食
か
ら
の
健

康
を
市
民
や
観
光
客
に
提
供
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

が
、
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
ダ
ン
ス
愛

好
家
を
奮
い
立
た
せ
ま
し
た
。

当
日
は
、
下
駄
を
履
き
、
色
と

り
ど
り
の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
参

加
者
が
県
内
外
か
ら
二
十
五
チ
ー

ム
集
ま
り
、
卓
越
し
た
ダ
ン
ス
合

戦
で
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

旧町の垣根を越えて

国や県の支援を受けるには、『法人格』という受け皿が必
要です。観光協会と協同して、伊豆長岡温泉を中心とした
市内宿泊客に、韮山地区・大仁地区の歴史や農業などの観
光資源を結びつけ、旧町の垣根を取り払いたいです。
市内の各種団体とも連携しながら、激変する観光ニーズ

に対応していきたいと思います。

稲村浩宣さん（ＮＰＯ伊豆の国ルネサンス代表）

伊豆ルネサンスは、平成１８年１２月、
観光協会機能を補完すＮＰＯ（特定非営
利活動法人）団体として設立。平成１９
年３月に法人認証取得。


